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１１月５日に
ホームカミングデー

　広島大の卒業生や在学生、東広島

市民たちが交流を深める「広島大学

ホームカミングデー」が 11 月 5 日、

東広島市鏡山の広島大学東広島キャ

ンパスで開かれる。主催者の一員と

して準備を進めている広島大学校友

会の学生チームのメンバーは「多く

の人に来ていただき、広島大の魅力

に触れて」と話している。

ホームカミングデーは、今年が 16

回目で、ホームカミングは英語で帰

宅や帰郷を意味する言葉だ。2007年

に広島大学校友会を設立し、「大学が

卒業生や旧教職員にホームカミング

を案内し、卒業生の交流を促進した

い」と始まった。09年の3回目からは、

「多くの人に広島大を知ってもらい

たい」と市民にも大学を開放し、市民

参加型のイベントとして定着、大学

と校友会が共催して続けている。

　今年は 9時 30分から 17時まで、サ

タケメモリアルホール周辺のホーム

カミング広場を中心に、東広島キャ

ンパス一帯で開かれる。サタケメモ

リアルホールでは、オープニングセ

レモニーに続いて、俳人・エッセイ

ストで知られる夏井いつきさんが講

演を行う。俳句やことばが持つ力に

ついて、分かりやすく伝える。

　各学部・研究科は、研究内容を市

民や卒業生に紹介。市民参加型の企

画を用意している研究室もある。理

学部では、「現代科学をあなたの目

で」と銘打って、市民が持ち寄った岩

石を鑑定したり、海の珍しい動物を

公開したりする。自然科学研究支援

開発センターでは、極低温の不思議

な世界を見ることができる。

ホームカミング広場では校友会の

学生チームが主体となった企画が並

ぶ。「先輩見つけ隊」と銘打ったブー

スでは、卒業生や在学生たちの両手

を開いた写真を撮影。Ａ3 サイズに

ラミネート加工を施し、写真をつな

ぎ合わせていく。今後、数年をかけて

写真を撮り、最終的には、つなぎ合わ

せた写真で東広島キャンパスを周回

できるようにする。

　広島大と連携協定を結ぶ県内外の

市町からも特産品や人気グルメが揃

う。学生チームは「卒業生に東広島や

広島を思い出してもらおう」と自ら

お好み焼きや美酒鍋のブースを出店

する計画だ。

　特設ステージでは、さまざまな学

生サークルが日頃の成果やパフォー

マンスを披露。市民が一緒に楽しめ

るイベントも用意している。

　学生チームの片山開貴さん（法学

部 3年）は「僕たち学生が市民の方々

と触れ合う機会はほとんどない。市

民の方々には、気軽に足を運んでも

らい、素の広島大や学生を知っても

らうきっかけにしてもらえれば」、山

中千紘さん（経済学部 2年）は「五感

で楽しめるのがホームカミング

デー。ブラッと、遊び感覚できてくだ

さい」と話している。雨天決行。
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